
■『会場』での研修会ご参加について■
当面の間、以下の事項にご留意ください。また、今後の状況によっては、研修会に参加される皆様の健康・安全面を考慮し、延

期又は中止とする場合がありますので、開催の有無につきましてはホームページ等でご確認ください。

１. 受講票は、受講当日の受付時に確認いたしますので、ご持参願います。
（スマートフォン・タブレット画面表示可。）

※「産業医研修会」について
令和７年度産業医研修会につきまして、受付手続き等について準備を行っております。
募集時期や申込方法、受講票など決まりましたら、ホームページ・メルマガ等でお知らせいたします。

２. 研修会場内ではマスクの着用は任意としますが、研修会の開催形態によっては、マスク着用をお願
いする場合がございます。 （※講師がマスクを外して講義する場合があります。）

３. ご参加される際は、体温調整しやすい服装でお越しください。
（各会場につきまして、空調設備が十分に機能しない場合があります。）

※当日は体調確認の上、ご参加ください。

2025年度の研修会は、５月からスタートします。５月研修会のお申し込みは、４月より開始しました。
最新情報は、センターホームページをご確認ください！毎月20日頃に配信しておりますメールマガジンにも最

新情報を掲載しているので、ご登録がまだの方は、申込みをお待ちしております！
ご希望が多かったメンタルヘルスに関する研修会を数多く計画しており、各分野の専門の先生から様々な視

点・角度により講話いただきます。他県から講師の先生をお呼びしたり「理学療法士による運動指導」「管理栄
養士による栄養指導」「支援プログラム（SAT-Gライト）を活用したギャンブル等依存症支援」等、これまでと
は異なったテーマの研修会を開催します。研修会へ参加いただくことが、産業保健スタッフの皆様の活動のヒン
トになることを期待しています。ぜひ、お申込みをお待ちしております。なお、当センターが開催する研修会は
全て“無料”です。「会場参加・Web参加」のハイブリッド形式で開催いたします。ご希望の参加形式でお申し込
みください。また、ロールプレイング方式等の参加型研修会はオンラインシステム上でも開催しております。操
作など不安な方は、事前に操作の説明をいたしますので、お気軽にお問い合わせください。



■５月開催
定員研修テーマ・実施内容日時・場所

1．研修会の開催予定
岩手産業保健総合支援センターでは、産業医、衛生管理者、衛生推進者、健康管理担当者、産業看護職、人

事労務管理担当者、管理職、事業主等の「産業保健スタッフ」の活動を支援するため、健康対策や労働衛生対
策、メンタルヘルス対策、治療と仕事の両立支援に関する研修会を“無料”で開催しております。ぜひ、ご参加
ください。
研修会のお申込みは、ホームページ（https://www.iwates.johas.go.jp/#training-app-form）の研修申込フォーム

からどうぞ。 お問い合わせは、当センター 電話 019-621-5366 まで。

※注※ 研修については、実施内容、講師等について、予告することなく変更する場合が
あります。当センターのホームページでご確認ください。

®



定員研修テーマ・実施内容日時・場所

■６月開催

※岩手県内在住、または、県内就労の方限定
※医師会会員情報システム（MAMIS）の登録完了の方



1.Web配信について
・Zoomミーティング、CiscoWebexを使用し、配信いたします。
・参加者の定員が決まっておりますので、定員になり次第、受付終了とさせていた
だきます。

・受講には、インターネットに接続できるパソコン・スマートフォン等、マイク・
カメラ・スピーカー（パソコン等に内蔵されているもので可）、メールアドレス
が必要になります。

・受講方法等の詳細については、受講申込受付後、受講者あてメールにてお知らせ
します。よくご覧になっていただきまして、ご参加願います。

2.注意事項
・配信した音声・映像の録音・録画は、禁止とします。これらの行為は著作権侵害
に当たり得るとされています。

・インターネット通信にかかる費用は、受講者負担となります。
・研修資料は用紙での提供になり、電子データは配布いたしません。
（※講師資料の著作権等により、二次使用を防ぐため）
郵送をするため、研修日にお手元に届かない場合がございます。

・Web配信に必要なWebブラウザ、アプリ以外のソフトウェア（ウイルス対策ソフ
トを除く）の起動（操作）はお勧めしません。Webカメラのフリーズやパソコン
のフリーズの原因になります。



２． ご利用案内

◆「産業保健関係者に対する専門的研修」を実施しております。
岩手産業保健総合支援センターでは、産業医、衛生管理者、衛生推進者、健康

管理担当者、産業看護職、人事労務管理担当者、管理職、事業主等の「産業保健

スタッフ」対象に産業保健に関する様々なテーマの研修を“無料”で実施していま

す。

また、【 Zoom 】・【Webex 】を使用したWeb配信も行っております。

研修スケジュールにつきましては、当センターホームページ等でご確認ください。

◆「共催研修」のお申込みを受け付けております。
同業種、地域、関連事業場など複数事業場からのお申込みにより、講師を派遣
します。
詳しくは、当センターまでお問い合わせください。

◆「個別訪問支援」をお受けしております。
（※無料です。謝金・交通費等は一切いただきません。）
メンタルヘルス対策や化学物質対策等の職場環境改善等について専門員が皆様
の事業場に直接赴き、問題点について意見交換しながら、現場の状況に応じた改
善方法等をアドバイスしております。
お問い合わせは、当センターまでお願いいたします。

◆「治療と仕事の両立支援」をご利用ください。
「がん」などの⾧期治療が必要な労働者が、就労を継続するために必
要なアドバイス等について、事業場・労働者に対する専門的相談や個

別訪問支援を行います。出張相談窓口も開設しております。

お問い合わせは、当センターまでお願いいたします。

独立行政法人労働者健康安全機構

岩手産業保健総合支援センター

電話 019-621-5366 / FAX 019-621-5367
URL https://www.iwates.johas.go.jp

E-mail iwate@iwates.johas.go.jp



■「地域産業保健センター」をご利用ください。

地域産業保健センターでは、労働者数50人未満の産業医の選任義務のない小規模事業場

の事業者やそこで働く人を対象として、健康診断の結果についての医師からの意見聴取、

⾧時間労働者やストレスチェックに係る高ストレス者に対する面接指導、個別訪問による

産業保健指導の実施、労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に係る相談等の産業保

健サービスを“無料”で行っています。
お問い合わせは、お近くの各地域産業保健センターまでお願いいたします。

【地域産業保健センター 一覧】
管轄地域電話・FAX番号所在地センター名

盛岡市 滝沢市
八幡平市 岩手町
葛巻町 雫石町
矢巾町 紫波町

TEL 019-654-2164
FAX 019-651-9822

盛岡市愛宕町18-6
盛岡市医師会内盛岡地域産業保健センター

宮古市 山田町
岩泉町 田野畑村

TEL 0193-62-5880
FAX 0193-62-1109

宮古市西町一丁目6-2
宮古医師会館内宮古地域産業保健センター

釜石市 大槌町TEL 0193-23-9966
FAX 0193-21-1215

釜石市中妻町3-6-10
釜石医師会館内

釜石・遠野地域産業保健センター
（釜石窓口）

遠野市
（宮守町除く）

TEL 0198-62-9182
FAX 0198-62-9184

遠野市新穀町1-11
遠野市医師会内

釜石・遠野地域産業保健センター
（遠野窓口）

花巻市 北上市
西和賀町 金ヶ崎町
遠野市のうち宮守町
奥州市のうち
水沢 江刺 胆沢

TEL 0198-22-3881
FAX 0198-22-2016

花巻市花城町3-3
花巻市医師会内花巻地域産業保健センター

一関市 平泉町
奥州市のうち衣川
前沢

TEL 0191-23-5110
FAX 0191-23-9955

一関市大手町3-40
一関市医師会内一関地域産業保健センター

大船渡市 住田町
陸前高田市

TEL・FAX
0192-27-6700

大船渡市盛町字内ノ目6-1
気仙医師会内気仙地域産業保健センター

二戸市 一戸町
軽米町 九戸村

TEL 0195-23-4466
FAX 0195-23-6685

二戸市福岡字八幡下11-1
二戸医師会内

二戸・久慈地域産業保健センター
（二戸窓口）

久慈市 洋野町
野田村 普代村

TEL 0194-53-0114
FAX 0194-53-0541

久慈市中町1-67
久慈医師会内

二戸・久慈地域産業保健センター
（久慈窓口）



３.お知らせ



４.コラム ―岩手産業保健総合支援センター 産業保健相談員―

産業保健相談員 立身 政信 （産業医学）
【公益財団法人岩手県予防医学協会 産業保健支援部⾧ 医学博士】

令和3年7月1日に発行された本誌46号のコラムで「健康とは…」という文章を載せたこ
とがあります。「健康を求めていくことが既に健康な状態である。」という結論でしたが、
その結びに「今回は個人的な健康について述べましたが、次の機会には社会的健康につい
て考えてみたいと思います。」と書きました。
WHO憲章には「健康とは、肉体的にも精神的にも社会的にも完全に良い状態であり、

云々」と書いていますが、肉体的健康と精神的健康は個人的な状態であり、健康診断でそ
の評価をすることができる一方、社会的健康は集団の状態であり、個々人の健康情報を集
計する「衛生統計」という手法で評価することができます。「個人が社会の荒波にも負け
ずに生きていける状態」という人もいますが、それなら肉体的健康と精神的健康でどうに
かいけそうな気がします。自然や文化を含めた人々の暮らす社会そのものが健康か否かと
いうことであり、個人的健康とは次元の違う概念であると私は捉えています。
「衛生統計」という言葉が出てきましたが、「衛生」とは明治時代に初代衛生局⾧の⾧

与専斎がドイツ語のGesundheitspflegeを邦訳したもので、自伝の「松香私志」に中国の
「荘子」を参照したことを書いています。即ち「衛生」はGesundheitspflegeの直訳ではな
く、⾧与専斎が「荘子」を参照して作り出した和製漢語なのです。松香私志には「字面高
雅にして呼声も悪しからず」ということで「衛生」を採用したとしか記されていないので
すが、⾧与専斎の心中には荘子の説く「衛生」の本来の意味が去来していたと考えられま
す。「衛生」という言葉は社会的健康の考え方をとてもうまく表しているのです。
荘子第23編（庚桑楚篇）に、老子の言葉として「衛生とは能（よ）く一を抱くこと」と

あります。老荘思想において「一」とは全てのことです。仏教が老荘思想の影響を受けて
成立したとも言われる「禅」、その高僧であった内山興正老師は、「１＝100/100、突き
詰めれば全体/全体だ。」と喝破しました。前回「求道すでに道である」という言葉を引用
させていただいた宮沢賢治の農民芸術概論綱要序文にも「新たな時代は世界が一の意識に
なり生物となる方向にある」という一節があります。私たちを含めて、地球上の生物は他
の生物を摂取することで肉体を成⾧させ、やがてその肉体は微生物などに摂取されます。
食物連鎖と呼ばれる循環です。動植物にとどまらず、大地も水もその循環の一部です。私
たちが地球（或いは宇宙）という環境の中にいるのではなく、私たち自身が地球（宇宙）
の一部、即ち地球（宇宙）そのものであるということです。社会的健康を人間の目線から
捉えるならば、グローバルには生命のための理想的な地球環境を求めていくことであり、
ローカルには文化的側面も含めた理想的な地域環境を求めていくことに
なるでしょう。

「社会的健康」


